
教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学び
（アクティブ・ラーニング）の視点からの学習・指導方法の改善の推進
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豊かな対話を求め，
確かな学びに向かう生徒を育む授業
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①資質・能力を一体的に活用・発
揮させるための学びの再構成の
プロセスをデザインするとともに，
プロセスを活性化させる「学びの
再構成を促す工夫」の有効な働き
掛けを明らかにすること

②生徒が資質・能力の高まりを一
体的に実感する中で，自らの学
習を自己調整しようとする「主体
的に学習に取り組む態度」の評
価方法を明らかにすること

「主体的・対話的
で深い学び」を通
して，資質・能力
を育成すること
に対応

学力の３要素を
基にした新３観
点別評価に対応
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知識

思・判・表

思・判・表

学び・
人間性

学び・
人間性

思・判・表
学び・
人間性

知識

知識

様々な事象・現象

資質・能力を一体的に活用・発揮

身のまわりの世界の見え方やかかわり方の変容

⇒教科等を学ぶ意味を見いだす

単元・題材で中心となる対象「
一
つ
一
つ
の
知
識
が
つ
な
が
っ
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！
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生徒の実感

6



学びの再構成

対象・他者・自己との対話の中で，学びを再構成しな
がら，資質・能力を一体的に活用・発揮し，自分にとっ
て教科等を学ぶ意味を見いだすことができる生徒

教科等を
学ぶ意味
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江戸時代の産業と町人文化について，産業や
交通の発達により，都市が発展したことを江戸
時代の新潟町を中心に学習する単元

実践Ⅰ：社会科
江戸時代の産業や交通の発達（２年）
～新潟町の発展～歴史的分野

視点①知識及び技能の新たなつながりを生じさせ，関連付けを促す
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知識 知識

知識

西廻り航路河川交通

新田開発

課題

江戸の産業や
交通の発達

大阪の産業や
交通の発達
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知識 知識

知識

西廻り航路河川交通

新田開発

新たな対象

複数の立場から事象をとらえ直させる問い
↓

新たな対象によって，生徒が対象を別の視点から
とらえ直し，新たな問いをもって追究することになる

学びの再構成を促す手だて

グループで新潟町が発展した要因を模造紙に関係図でまとめる活動
を組織する。
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知識 知識
西廻り航路河川交通

流通

新田開発
産
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思・判・表

思・判・表

学び・
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学び・
人間性
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社会動画.avi


課題
対
象
：
江
戸
時
代
の
産
業
や
交
通
の
発
達

知識 知識
西廻り航路河川交通

流通

深
い
学
び
に
向
か
う
プ
ロ
セ
ス

知識
新田開発

思・判・表

思・判・表

学び・
人間性

学び・
人間性

思・判・表
学び・
人間性
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新潟市開港150周年記念事業に参画し，みなとまち

新潟の魅力について，魅力を発信している方々を訪
問し，調査活動で得た複数の情報や思いなどを関連
付けながら，探究課題を追究する単元

実践Ⅱ：総合的な学習の時間
みなとまち新潟の魅力の発見と発信（３年）

視点①知識及び技能の新たなつながりを生じさせ，関連付けを促す
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知識

知識 知識

思・判・表

学び・

人間性

思・判・表

学び・
人間性

単元・題材で中
心となる対象

見通し
Anticipation

視点，
目的など

知識

思・判・表

学び・
人間性

思・判・表

学び・
人間性

単元・題材で中
心となる対象

知識 知識

視点，
目的など

学びの再構成

学びの構成
行為
Action

調査活動

振り返り
Reflection

調査の
まとめ

見通し
Anticipation

提案内容の
検討

行為
Action

振り返り
Reflection

市に提案

単元の
振り返り
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総合的な学習の時間　動画.mp4


知識 知識

知識

人と人とのつながり

思・判・表 学び・

人間性

思・判・表
学び・

人間性

思・判・表
学び・

人間性

対象：「みなとまち新潟の魅力」

学びの再構成（身のまわりの世界の
見え方やかかわり方の変容）

↓
自分がかかわるものを変えたい

↓
新たな価値の創造

生徒A：将来，自分がかかわる仕事や集
団において，授業で気付いた『人と人と
のつながり』を大切にし，新たなものを
創りたい！社会参画の芽生え

対象から

概念の形成 17



追求の観点（発音，発声，呼吸）を基に，曲想と
自分の思いや意図を関連付け，日本の歌曲に
ふさわしい歌い方を追求する題材構想

視点②：知識及び技能のつながりをほどき，新たな関連付けを促す

実践Ⅲ：音楽
日本の歌曲（３年）
教材：「夏の思い出」「花」「椰子の実」「荒城の月」等
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曲のイメージに合わせて歌う
ことに重点を置く

知識

知識

発音

知識
発声 呼吸

曲のイメージ

グループで日本の歌曲
を選択し，試行する
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曲想と思いとの関連性が大切
なことに気付く

知識

知識

発音
⇔旋律，リズム，強弱の働き？

知識

思・判・表
学び・

人間性

発声
⇔旋律，リズム，強弱の働き？

呼吸
⇔旋律，リズム，強弱の働き？

思・判・表
学び・

人間性

思・判・表 学び・
人間性

曲想と自分の思いや
意図とのかかわり？

学びの再構成を促す工夫

ゲストティーチャーによる
範唱と助言

新たな対象

新たな歌い方に気付く＝見通し

（Anticipation）
ゲストティーチャーの範唱
や助言により，これまでの
知識のつながりがほどけ，
新たな歌い方に気付き，学
びの再構成が促される 20



知識 知識

知識

曲想と自分の思いや意図
とのかかわり

思・判・表 学び・

人間性

思・判・表
学び・

人間性

思・判・表
学び・

人間性

観点を基に，音楽的要素
の働きを感受し始める

グループでの試行活動

新たな歌い方の試行＝行為

（Action）
追求の観点を基に，曲想と
思いや意図とが少しずつ関
連付いていく

21
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「楽譜を基に，もっとア
レンジしたい」
＝曲想と自分たちの思
いや意図に合った新し
い表現を創り出したい

歌い方の分析＝振り返り
（Reflection）

自分たちの演奏を省察
的に分析することで，
曲想と思いや意図が
関連付く 22

音楽動画.MTS


知識 知識

知識

曲想と自分の思いや意図
とのかかわり

思・判・表学び・

人間性

思・判・表学び・
人間性

思・判・表 学び・

人間性

生徒A：日本の歌曲など伝統的な曲をイ
メージなどでなく，自分の伝えたい思いや
意図を基に，新しい表現がしたい！
→伝統文化に対する新たな価値の創造

学びの再構成（身のまわりの世界の見え方
やかかわり方の変容）

↓
伝統文化の新しい解釈や表現のおもしろさ

↓
新たな価値の創造

対象から
新たな価値の創造

対象：「日本の歌曲にふさわしい歌い方」
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GPS-Academic（Benesse）

気づく力

（批判的思考力）
情報を取り出して吟味する

かかわる力

（協働的思考力）

ひらめく力

（創造的思考力）

論理的に組み立てて表現する

他者との共通点・違いを理解する

社会に参画し，人とかかわりあう

情報をつなぐ・他のことに応用する

問題を見つけ，解決策を生み出す

2018 2017

B B

A B

A B

B B

A B

A B

社会で必要な３つの思考力のアセスメント
３年生の結果（昨年度末の卒業生）
２年間の結果の比較
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①資質・能力を一体的に活用・発
揮させるための学びの再構成の
プロセスをデザインするとともに，
プロセスを活性化させる「学びの
再構成を促す工夫」の有効な働き
掛けを明らかにすること

②生徒が資質・能力の高まりを一
体的に実感する中で，自らの学
習を自己調整しようとする「主体
的に学習に取り組む態度」の評
価方法を明らかにすること

「主体的・対話的
で深い学び」を通
して，資質・能力
を育成すること
に対応

学力の３要素を
基にした新３観
点別評価に対応
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思考・判断・表現

知識・技能

主体的に学習に取り組む態度

形成的評価と総括的評価の視点
から生徒の主体性を引き出す

プログレスカードの活用

26



教科 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国語

社会

数学

理科

音楽

美術

保健体育

技術/家庭

英語

道徳

特別活動

総合学習

【理科】思考力・判断力・表現力等
科学的根拠を基に概念を関連付ける

【英語】思考力・判断力・表現力等
目的や場面，状況などに応じて，考えを伝え合う

【技術】思考力・判断力・表現力等
構想・試作を通して，技術やその効果を評価したり，
活用したりすること

理科

技術

英語
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〇プログレスカードを活用し，デザインしたカリ
キュラムの単元・題材化＝確実に実施

単元：力のつり合い
条件制御する，データ処理（グラフ化）する

視覚化（矢印など）する

（例）理科３年
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始め 中

終わり

教科学習に対する学びの変容
（成長）を可視化するポートフォリオ

形成的評価の促進
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資質・能力の３つの柱（知識及び技能，思考
力・判断力・表現力等，学びに向かう力，人間
性等）から，焦点化して育成する資質・能力を
単元化する

①何ができるようになることが期待され
ているかを生徒に示す生徒用学習シラ
バスとしての機能

様々な力の種類や働き方などの性質をもとに，力が働
くとどのように現象が生じるかを説明することができる。
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a.単元で習得すべき知識・技能などを，ｂ.具体的
な姿を基に，c.自己評価する。→自己調整

a b c

②生徒が自分自身で課題達成
の様子をモニターする機能
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③生徒が学習成果の評価を自分で
実施、記録し、教師に伝える機能

この単元の学習をして，興味を持ったり，
さらに探究してみたいことは？また単元の
学習内容が社会で役に立つことは？

力のはたらき方や様々
な力について正しい知
識をもっていれば，重い
荷物を運ぶなどの作業
をするときに，どうすれ
ばより軽く荷物を持ち上
げられるか，もっと容易
に考えることができるの
ではなないか。それに
より，作業の効率が上
がったり，楽になったり
すると思う。

授業で先生が見せてく
ださったレクサスのCM

でのホバーボードは，
何か煙のようなものが
出ていたが，それはど
んなしくみで浮いている
のか？

日常からいろいろな現
象についてどのような
力が働いているか考え
たい。

学びに向かう
力に関連した
新たな問いを
可視化
→メタ認知
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Q：プログレスカードによって単元のゴールが示される
ことで，単元の学習がどのように変わりましたか？

（生徒インタビュー動画）

プログレスカードが学習シラバスとなり，生徒が１つ１
つの学習活動で何を身に付ければいいいか明確な目
標をもって学習に取り組むようになる→自己調整

プログレスカードが学びの履歴になり，生徒が単元の
学習過程を振り返り，次の学びにつなげるようになる
→メタ認知
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単
元
の
ゴ
ー
ル
設
定

単
元
の
課
題
設
定

課
題
解
決
の
試
行

課
題
解
決

評価規準を基に，生徒同士で相互評価＆自己評価を行う

→形成的評価

単元の課題と類似したテストを課し，達成度を測る

→総括的評価

評
価
（ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
，

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
，

個
人
内
レ
ポ
ー
ト
な
ど
）
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ALTが友人と巡る新潟市の観光の計画に対して，観光ス

ポットで具体的に何ができるのか，グループで助動詞
canを活用しながら議論し，アドバイスする単元 35



発言者

進行役

提案者

発言者

提案

A→A’

課題解決に必要なポイント（＝評価規準になる
もの）を生徒と共有し，確実に習得，活用できる
ようにする

教師と共有した評価規準を相互評価，自己評価させ
ながら，生徒のものにしていく→自己調整 36



単
元
の
課
題

評
価
課
題
（パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
な
ど
）

【英語科の実践】

ALTが友人と

巡る新潟市
の観光の計
画に対して，
観光スポット
で具体的に
何ができる
のかを議論
し，アドバイ
スする課題

【英語科の実践】

留学生の日
本の観光旅
行計画に対
して，観光ス
ポットで具体
的に何がで
きるのかを
議論し，アド
バイスする
評価課題

生徒の実力
が一番高まっ
たときに，課
題に類似した
評価課題を
設定 37



→単元の最後に総合的なパフォーマンスが位置付い
ているもの。

→基本的に同じようなパフォーマンス課題を繰り返す
もの。

→１，２の折衷型。単元の最初でパフォーマンス課題

にとりあえず取り組ませ，その上で必要な要素につ
いて洗練させていき，最後にもう１度パフォーマンス
課題に取り組ませるもの。

「パフォーマンス課題の位置づけ」（西岡2008, 2019）

パターン１ パーツ組み立て型

パターン２ 繰り返し型

パターン３ 折衷型
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【繰り返し型】 実践Ⅰで紹介した社会科の場合

単元で繰り返し追究してきた新潟町の産業と交
通の発達に関して，課題に類似した定期考査
の実施

定期考査の問題

下に示した５つの地名や組織を用いて，新潟
町の発展の要因を表した関係図を完成させな
さい。その際，〔米・お金・特産物・河川交通・新
田開発・西廻り航路]の語句は必ず用いること。
新潟町 新潟湊 越後 大坂 江戸幕府
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【折衷型】 実践Ⅲで紹介した音楽科の場合

題材の最初に日本の歌曲の演奏を発表した後，必要な音楽
を形づくる要素やその働きを学習させ，単元の最後にもう一
度，自分たちが追求してきた歌い方で発表させる課題

学：自分の思いや意図を具体的に表現しながら
歌曲にふさわしい歌い方を追求しようとする

知・技：日本の歌曲の曲想と音楽の構造，
曲の背景などのかかわりの理解

思・判・表：曲想や自分の思いや意図を関連
付けて，歌い方の工夫
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新潟大学教育学部
附属新潟中学校
研究推進の構想図

研究課題への取組

○全体講演会，フォーラ

ムなど参観者のニーズに

対応し，全国の著名な講

師を招いた教育研究会，

ならびに研修会の実施

○県内，市内近隣の学校

と新学習指導要領の方向

性の共有

教育研究発表会ならびに
年間３回の研修会の開催

研究成果の普及方策 外部連携事業

○事業成果を，全体，教

科別に分け，ホームペー

ジにアップし，手軽に資

料をダウンロードできる

環境整備

ホームページの活用

○全国の教育を牽引する後

藤顕一氏（東洋大学），石

井英真氏（京都大学大学

院），寺本貴啓氏（國學院

大學），一柳智紀氏（新潟

大学大学院）による実践協

議会を設置し，先進的な見

識から研究を推進

実践協議会の設置

○資質・能力の多面的な評
価のために，３つの思考力
を測るGPS-Academicの活
用

ベネッセとの連携
GPS-Academicの実施

OECD Learning 
Framework2030を取り入
れた研究の推進

○事業成果を報告書にま

とめ，教育研究発表会で

配布，全国の附属学校等

に送付

事業報告書の発信

OECD日本イノベーション教
育ネットワークとの連携
（Japan Innovative Schools Network 

supported by OECD）

教科等の本質的な学びを踏まえ
た主体的・対話的で深い学び
（アクティブ・ラーニング）の
視点からの学習・指導方法の改
善の推進

41



新潟大学教育学部附属新潟中学校
令和元年度 教育研究発表会

日本の教育を牽引する先生方によ
る講演会，シンポジウム，フォー
ラムを企画
期日：令和元年10月18日（金）

8:40～16:45
・ 全教科・領域の公開授業ならびに協
議会を実施します。

・ 全体講演会＆シンポジウムの講師と
して秋田 喜代美 様（東京大学大学院），
石井 英真 様（京都大学大学院），コー
ディネータとして，後藤 顕一 様（東洋
大学）をお招きします。

・ さらに，新学習指導要領に関する具
体的な実践を共有するために，フォーラ
ムを開催し，寺本 貴啓 様（國學院大
學），一柳 智紀 様（新潟大学教職大学
院）を講師としてお招きします。 42
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